
 

④「水域における化学物質リスクの総合管理に関する研究」の評価結果（事後評価） 

 

【総合評価】 

化学物質リスク総合管理技術研究イニシアティブの中で、リスク管理と環境動態の部分にまた

がる研究として、ＰＲＴＲの情報の活用にテーマを絞るとともに、モデル流域における実態調査

やリスクコミュニケーション試行実験等わかりやすい方法で研究が実施されており、研究の実施

方法、体制等は適切であったと評価する。また、化学物質リスクの総合管理には至らなかったも

のの、化学物質の動態把握手法やコミュニケーションツールについては着実に成果が得られてお

り、目標は概ね達成できたと評価する。 

なお、今後は化学物質リスクの総合管理に向けて、展開されることを期待する。 

 

【評価指標別評価結果】 

研究の実施方法、 

体制等の妥当性 

１ 適切であった 

２ 概ね適切であった 

３ やや適切でなかった 

４ 適切でなかった 

 ★★★★  

 ★★★ 

目標の達成度 

１ 目標を十分達成できた 

２ 概ね目標を達成できた 

３ あまり目標を達成できなかった 

４ 目標を達成できなかった 

 ★ 

 ★★★★★ ★ 

 

 

【指摘事項】 

なお、以下の指摘事項があったので参考にされたい。 

・化学物質の管理において、ＰＲＴＲは重要な制度であるため、それに対応した研究は十分な意

義があるものである。 

・リスクコミュニケーションでは、一般住民には化学物質リスクに対する基礎的な情報が無いた

め、不安をかき立てる恐れがある。リスク回避や対策を示す等、方法を工夫すべきではないか。 

・リスクに対して一元的な危機管理が必要となるが、環境省など他省庁との連携の中で、この成

果をどういう形で社会に還元していくのかがはっきりしない。 

・大都市近郊の不法投棄など、現状で把握できている物質以外の物質が地下水汚染等の問題を引

き起こす可能性があるため、過去の土地利用等の情報についても把握・蓄積する必要がある。 

・化学物質の流下時の挙動の研究が、リスクマネジメントにおいては必要ではないか。 

・水質事故や被災時に対する危機管理に応用できるように発展することを期待する。 

・空中浮遊物質が地上に蓄積し、降雨により一気に流下することで発生する汚染について、どう



 

扱うかについても考慮されたい。 
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